
（別紙３） 

令和２年度（20２０年度） 指定管理者業務実績シート 

 

                                                            作成年月日 令和３年（２０２１年）６月２８日 

 

部 

 

 

 保健福祉部 

 

 

課 

 

 

 地域福祉課 

 

 

施設名・所在地 １．函館市湯川老人福祉センター  函館市湯川町１丁目７番２６号 

２．函館市谷地頭老人福祉センター 函館市谷地頭町１３番１８号 

設置条例 函館市老人福祉センター条例 

指定管理者名 セントラル警備株式会社 指定期間 平成 30 年 4月 1日から令和 5年 3月 31 日まで 

指定管理者の特別

な要件 

特になし 選定 

区分 

  公 募 

  非公募 

設置目的  老人福祉法に基づき，地域の高齢者に対して，各種の相談に応ずるとともに，健康の増進，教

養の向上およびレクリエーションのための便宜を総合的に供与し，高齢者に健康で明るい生活を

営ませることを目的とする。 

設置年月 １ 湯 川 昭和４５年４月１日 

２ 谷地頭 平成１１年８月１日 

建設費 １ 湯 川  21,345 千円 

２ 谷地頭 560,804 千円 

構造規模等 

耐用年数 

１ 湯 川 ブロック造平屋建て    ６７０．５３㎡ 

２ 谷地頭 鉄筋コンクリート造２階建 ９５８．８６㎡ 

開館時間 

休館日等 

 開館時間：午前９時３０分から午後４時３０分まで 

 休館日等：１ 湯 川 月曜日（敬老の日を除く） 

２ 谷地頭 日曜日 

      ※１月２日～３日，国民の祝日等 

料金体系 ※利用料金制の採用 □有 ・ ■無 

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況 

 

(1)管理業務 

  ・老人福祉センターの利用の許可および制限に関すること。 

 ・老人福祉センターの維持管理に関すること。 

 ・その他市長が定める業務 

(2)委託事業 

  なし 

(3)自主事業 

  ・写真印刷サービス 

 ・私用電話使用料 

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績 

・新型コロナウイルス感染症の影響による施設の開館状況をリアルタイムで発信できるよう，ホームページのリニ

ューアルを行った。  

・新規利用者の増加を図るため，コロナ渦でも実施できる講座の新設や，利用者をバスで送迎し，施設の利用体験

を行うバス体験会を実施した。 

・利用促進を図るため，施設の概要や教養講座・講座・イベント情報等をホームページに掲載したほか，広報誌の

発行（年６回），講座予定表を作成するなど，広報活動に取り組んだ。 

・施設，設備の改修・改善を積極的に実施した。 

・夜間および休館日など施設が使用されていない場合における盗難，火災等を防止するため，機械警備および警備

員による外部巡回警備を毎日夜間１回実施した。 



３ 市民ニーズの把握の実施状況  

利用者アンケートの実施に関する業務 

【方  法】 センター内にアンケート用紙と回収箱を設置 

  【実施期間】 令和２年(2020 年)８月１日～８月１５日，令和３年(2021 年)２月１日～１５日 

  【調査内容】 センターの運営設備に対する意見，要望（開催希望講座） 

  【結  果】 物品の配置要望や，入浴についての意見があった。 

         講座の開催要望があった。 

  【対  応】 意見に対し適切に対応し，来館者が快適に利用できるようセンターの円滑な運営に取り組んだ。 

                  要望のあった講座・教室を開催した。 

４ 施設の利用状況（利用者数，稼働率など） 

 ・令和２年度の月別利用者数                                                    （単位：人） 

 

 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

１．湯川 3,006 51 315 415 387 487 499 467 396 372 401 483 7,279 

２．谷地頭 2,282 7 61 66 87 165 140 112 126 108 158 157 3,469 

 ※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため４月２０日から５月２５日まで臨時休館。 

 ※ ４月２０日以降入浴サービス休止。 

・年度別利用者数等                                              （単位：人） 

 

 

 

平成２8 年度 

 

 

平成２9 年度 

 

 

平成 30 年度 

 

令和元年度 令和２年度 

１．湯 川 ６６，９３５ ６２，１０９ ６２，８４４ ５６，２８２ ７，２７９ 

２．谷地頭 ８６，０７７ ８４，７０５ ６３，７１３ ５４，８０９ ３，４６９ 

３．美 原 ５０，９５４ ４８，４４７ ３６，３８４ ４０，５４３ － 

合 計 ２０３，９６６ １９５，２６１ １６２，９４１ １５１，６３４ １０，７４８ 

   ←  指 定 期 間  → 

※ 美原老人福祉センターは令和２年３月３１日付けで廃止。 

５ 指定管理者の収支状況                                 （単位：千円） 

 平成２9 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

収入 委託料 ９８，８２２ ９８，２４１ ９９，４８１ ７１，２２１ 

自主事業収入  １７４          １１          ２１ ０ 

その他収入 ４，２９３ １，２４７ １，１７４ １，１０４ 

計 １０３，２８９ ９９，４９９ １００，６７６ ７２，３２５ 

支出 人件費 ４７，３４５ ４２，５６４ ４２，７７９ ２８，６０４ 

維持費 ４４，１７２ ３７，８６０ ３７，４６６ ２２，０２２ 

その他経費 ３，２２４ ８，７４６ ８，６３８ ８，６２２ 

事業費 ２，３７５ ２，９６０ ３，４９８ ３，２４３ 

管理費 ６，１７３ ７，３６８ ７，４７６ ６，４８０ 

サービス休止に伴
う委託料返還金 

－ － － ２，３４９ 

計 １０３，２８９ ９９，４９８ ９９，８５７ ７１，３２０ 

当該施設の利用者一人当 

たり税金投入コスト 
５０６円 ６０２円 ６５６円 ６，６２６円 

  ←  指 定 期 間  → 

   
 



６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況 

  令和３年（2021 年）６月実地調査 改善指導等なし 

７ 指定管理者に対する評価 

 ① 指定管理者の自己評価 

 

 

区分 

 

評価 

評価の内容 課題と今後の対応 

業務の履行

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 仕様書等に定める事業や保守管
理等を適切に履行した。 

 自主事業として写真印刷サービ
ス等を実施したほか，利用者参加の
イベントを積極的に実施した。 

  今後も，利用者が安全で快適に利用で
きるよう，管理運営を行う。 

サービスの

質の状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

  希望のあった講座を開催するな
ど，利用者の要望へ迅速に対応した
ほか，不当な取り扱いがないよう職
員研修を行った。 

  令和３年度も，職員の健康管理，研修
等を充実させサービスの向上に努める。 

団体の経営

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

  経費の効率的な執行を行った。
   今後も，事業収支を適正に実施し，安
定した経営・管理運営に努める。   

 

②  市の指定管理者に対する実績評価 

 

 

区分 

 

評価 

 

評価の内容 

 

課題と今後の対応 

業務の履行 

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

  関係法令を遵守し，従業員は適切
に配置されている。 

 積極的に施設の維持補修を行う
など，施設の保守管理に努めてい
る。 

  利用者が安全・安心に利用できるよ
う，計画的な維持補修を行うなど，引き
続き，センターの適切な管理運営に努め
ていただきたい。 

サービスの

質の状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

  入浴サービスやカラオケの休止に
伴う苦情や要望に対し，適切に対応
している。 
また，バス体験会を実施するな

ど，新規利用者の増加に努めてい
る。 

  従業員の資質の向上に努め，よりよい
サービスの提供をしていただきたい。 

団体の経営

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

  指定管理委託料内で事業実施し
ており，安定的な経営がなされてい
る。 

 安定した施設運営を継続し，施設の利
用の促進，サービスの向上につながる事
業を実施していただきたい。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」 
 Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。 
 Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。 
 Ｃ 協定書の遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。 
 Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。 
 
◎「団体の経営状況」 
 A 事業収支，経営状況に問題はない。 
 B 事業収支，経営状況の今後に注意を要する。 
 C 事業収支，経営状況に早急な改善を要する。 


